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α（゜） α（゜） α（゜） α（゜）

６０ ５５ ４５ ３５ ２５ ＊ ２０

※　備考１．Ｒは、回転球体法の球体半径。

※　備考２．ｈは地表面から受雷部の上端までの高さとする。ただし、陸屋根の部分においては、

　　　　　　ｈを陸屋根から受雷部の上端までの高さとすることができる。

保護レベルに応じた受雷部の配置

＊　回転球体法及びメッシュ法だけを適用する。

保護レベルに応じた引下げ導線の平均間隔

２５

保護レベル 平均間隔（ｍ）

ＪＩＳ　Ａ　４２０１：２００３　２．３．５より、

鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の地中構造体、

その他金属製地下構造物を接地極として利用できる。

鉄筋又は鉄骨コンクリート造の基礎を接地極として利用する場合は、

基礎の鉄筋又は鉄骨と上部構造体の鉄筋又は鉄骨とは

一般に電気的接続が行われていないので、

建築物等の建設時に相互の電気的接続を行う。

番号 記号 名　　　　　　　　　　　　称

雷保護設備凡例

３ 鉄骨用接続端子　　（プレートは材料支給の上、溶接は建築工事とする。）

銅線　　２．０　×　１３　　（ＰＦ２２）　　埋込配管７

鉄筋接続クランプ　　（主筋２条に接続）８

１

※　材料・厚さ・断面積は、ＪＩＳ規格に基づく。

※　アングル相互間、及び鉄骨構造体との接続は確実とする。（膜工事）

Ｌアングル　　受雷部利用　（Ｌ－５０×５０×３ｔ　膜工事）

２

※　材料・厚さ・断面積は、ＪＩＳ規格に基づく。

スピーカ支柱　　受雷部利用　　（建築工事）

アルミ線　　２．０　×　２５

アルミ線取付金物　　水平＠＝６００　　垂直＠＝１０００　　コンクリート用

４

５ Ｔ型接続端子

６ 水切端子

※　ＪＩＳ　Ａ　４２０１：２００３の規定に基づく。

※　構造体利用接地極とする。

※　スピーカ支柱を受雷部利用とする。

※　Ｌアングル（Ｌ－５０×５０×３ｔ）は材工共に膜工事とする。

アングル相互間、及び鉄骨構造体との接続は確実とする。（膜工事）

８
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1 : NS(A1)

1 : NS(A3)雷保護設備　機器詳細図

鉄骨接続クランプに変更も可とする。

プレートは材料支給の上、溶接は建築工事とする。

鉄骨用接続端子

銅線　２．０×１３

Ｍ６（黄銅ニッケルめっき）

溶接

銅プレ－ト

５０ｘ２５ｘ３ｔ

鉄プレ－ト
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５

５
０

１
０
０

５０

２５φ

１
０
０

Ｍ１０　ワッシャ付

（黄銅ニッケルめっき）

アルミ線取付金物 Ｓ＝１／２

コンクリート用

アルミ線　２．０Ｘ２５

Ｍ６　ＡＹプラグ

防水パッキング

シリコンゴム

２０
アルミ

２
７

３
５

アルミ

φ２０

φ２５

１４．５φ

Ｍ６

（ステンレス）

鉄筋接続クランプ Ｓ＝１／３

主筋２条に接続

５
０

主筋

圧着端子

（銅スズめっき）

Ｍ８　　　　　　　　　

（鉄・ユニクロめっき）

銅線　２．０×１３ Ｔ型コネクター

Ｍ８　　　　　　　　　

（鉄・ユニクロめっき）

３
．
２

主筋

避雷導体ジョイント部詳細図　　　Ｓ＝１：５

避雷導体：Ｌ－５０×５０×３ｔ

（アルミ）（膜工事）

１５ ２０２０ １５

７０

１
５

１
５

３
０

２
０

ジョイントＰＬ－３ｔ（アルミ）

φ１，０００（膜工事）

２－Ｍ８（ＳＵＳ）（膜工事）

１０

外周（水下部）　膜納まり詳細図　　　Ｓ＝１：５

（　ａ　断面　）

１種ナット：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

平ワッシャー：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

３種ナット：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）
４０

１１０

１５０

屋根：膜材（膜工事）

面取り３Ｒ程度（鉄骨工事）

平ワッシャー：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

膜定着ボルト：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）Ｌ＝５０（膜工事）

膜定着プレート：ＦＢ－１３ｔ×３８（アルミ）Ｌ＝４９０（膜工事）

カバーゴム：２ｔ（ＣＳＭ）白

エッジロープ：φ１４（ポリエステル）（膜工事）

ベースゴム：２ｔ（ＣＳＭ）白（膜工事）

クランプベース：ＦＢ－９ｔ×１５０（通し）（鉄骨工事）

Ｒ．ＰＬ－６ｔ　φ５００以内（鉄骨工事）

（Ｐ－φ２６７．４）

避雷導体：Ｌ－５０×５０×３ｔ（アルミ）（膜工事）

ジョイントＰＬ－３ｔ（アルミ）φ１，０００（膜工事）

２－Ｍ８（ＳＵＳ）（膜工事）

外周（水上部）　膜納まり詳細図　　　Ｓ＝１：５

（　ｂ　断面　）

（Ｐ－φ１６５．２）

１種ナット：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

平ワッシャー：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

３種ナット：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

４０
１１０

１５０

屋根：膜材（膜工事）

面取り３Ｒ程度（鉄骨工事）

平ワッシャー：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

膜定着ボルト：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）Ｌ＝５０（膜工事）

膜定着プレート：ＦＢ－１３ｔ×３８（アルミ）Ｌ＝４９０（膜工事）

カバーゴム：２ｔ（ＣＳＭ）白

エッジロープ：φ１４（ポリエステル）（膜工事）

ベースゴム：２ｔ（ＣＳＭ）白（膜工事）

クランプベース：ＦＢ－９ｔ×１５０（通し）（鉄骨工事）

Ｒ．ＰＬ－６ｔ　φ５００以内（鉄骨工事）

避雷導体：Ｌ－５０×５０×３ｔ（アルミ）（膜工事）

ジョイントＰＬ－３ｔ（アルミ）φ１，０００（膜工事）

２－Ｍ８（ＳＵＳ）（膜工事）

外周（妻部）　膜納まり詳細図　　　Ｓ＝１：５

（　ｃ　断面　）

（Ｐ－φ２６７．４）

１種ナット：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

平ワッシャー：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

３種ナット：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

４０ １１０

１５０

屋根：膜材（膜工事）

面取り３Ｒ程度（鉄骨工事）

平ワッシャー：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）（膜工事）

膜定着ボルト：Ｍ１０（ＳＵＳ３１６）Ｌ＝５０（膜工事）

膜定着プレート：ＦＢ－１３ｔ×３８（アルミ）Ｌ＝４９０（膜工事）

カバーゴム：２ｔ（ＣＳＭ）白

エッジロープ：φ１４（ポリエステル）（膜工事）

ベースゴム：２ｔ（ＣＳＭ）白（膜工事）

クランプベース：ＦＢ－９ｔ×１５０（通し）（鉄骨工事）

Ｒ．ＰＬ－６ｔ　φ５００以内（鉄骨工事）

避雷導体：Ｌ－５０×５０×３ｔ（アルミ）（膜工事）

ジョイントＰＬ－３ｔ（アルミ）φ１，０００（膜工事）

２－Ｍ８（ＳＵＳ）（膜工事）

※　Ｌアングル（Ｌ－５０×５０×３ｔ）は材工共に膜工事とする。

アングル相互間、及び鉄骨構造体との接続は確実とする。（膜工事）ａ ａ

ｂ ｂｃ

ｃ

ｂ

ｃ

ａ

鉄骨接続クランプ Ｓ＝１／３

銅線　２．０×１３

圧着端子　　　　

（銅スズめっき）

Ｍ８　　　　　　　　　

（鉄・ユニクロめっき）

１
５

５
０

５
０

５５

４
０

６



この工事は、上記工事項目の機器を納入及び製作し、配管・配線、搬入据え付け、取付結線行い、

（９）接地極は、音響専用（Ｃ種接地）を設け、他の接地極と混合しないこと。

　　　各機器架は、建築躯体から１０ＭΩ以上で絶縁を行い、音響接地線により接地を行う。

［注意事項］

６）各操作箇所の正常動作の確認

５）各入力コネクターの位相、接続の確認

２）ワイヤレスマイクのデッドポイント

特に注意すべき項目を下記に示す。

３）異常雑音の混入

１）各スピーカーの位相

［工事項目］

本設計図書で想定した以外の機種を採用する場合は、事前に検証を行い、性能に影響ないことを

　　　確認し、監督員の承認を得ること。

［工事仕様］

（１）

納入機器の選定は、設計図書に準拠し、システム上の機能を満たし、且つ、同等以上の

特許に関する注意

使用するに必要な手続きを行うこと。万一、その特許等を侵害するような事態が生じた場合、

材料・工法・機構・意匠などが第三者の所有する特許等に抵触する場合、請負者は、その権利を

その動機いかんにかかわらず、請負者の負担でこれを解決する。

必要な官公署その他への手続きは、請負者の負担にて速やかに行う。

手続き

技術者の配置

（３）

（５）

［工事目的］

性能を有する製品を選定する。

（４）

取り扱い説明

施設管理者に対して機器取扱・操作方法をについて専門技術者により、説明・トレーニングを

行う。

工事完了後、各機器の正常動作の確認を行いその結果を報告書として提出する。

正常動作の確認後、音響調整及び音響測定を行い、電気音響性能目標を満たしていることを検証すること。

［工事区分］

［工事概要］

明瞭性の高い情報伝達能力と演出性豊かな音空間を提供する事を目的とする。

４）メーターの指示とその示すレベルの関係

［正常動作確認と調整・測定］

音響設備に影響を与えるノイズが発生することがないように、各請負工事間で充分な検討を行い

対策に費用が発生した場合は、発生源がその費用を負担すること。

施工を行う。万一発生した場合には、各請負工事が協力し速やかに調査を行い対策を講じること。

（５）金属配管工事は全てボンドアース施工とし、調光用配管、動力用配管とは極力、平行にならない

ように施工し、必要な離隔を確保すること。

（７）音響設備に使用される電源は、混触防止板付トランスにより完全に独立した音響専用とする。

　　　トランスの中点は単独に接地すること。

配管及びケーブルラック、ダクト工事

接地工事（音響専用及び避雷用）

同上　機器取付結線工事

建
築
工
事

電
気
設
備
工
事

電
気
音
響
設
備
工
事

備　　考

○

○

○電源工事（音響専用分電盤含む）

○

○

調整室フリーアクセスフロアー内機器間接続用配線

電気音響設備　配線工事

観客席スピーカ取り付けに関わる補強、取り付けベース、ポール等

調整室内フリーアクセスフロアー工事及びその開口

非常電源カット用制御線、音声信号線等の引き込み

電気音響測定

○

○

○

同上　試験・調整 ○

○

○

○

基準点墨だし ○

点検口及び点検用キャットウォーク ○

天井、壁、床への開口 ○

機器について、メンテナンスが必要とされるものについてはその方法を確立しておくこと。

（１３）

（１）電気音響設備工事

測定項目 音 源 測定点

最大再生音圧レベル ピンクノイズ

音圧レベル分布
４ｋＨｚ

オクターブバンドノイズ

伝送周波数特性 ピンクノイズ

［電気音響性能測定・目標性能基準］

明瞭度（ＳＴＩ） 観客席においてＦａｉｒ以上

Ｍ系列信号

（500Hz、2KHz）インパルスレスポンス

STI テスト信号

有害な反射音が観測されないこと。

8dB以内、全体10dB以内

90dB以上

測定実施１ヶ月前までに、測定要領書を提出し、監督員の承認を得ること。

測定要領書には、測定機関と担当者、その経歴、機材、方法、箇所等を記載すること。

調整・測定期間中は、他工事の作業を一時停止し、騒音のない状態で行うこと。

音響調整・測定は、同規模以上の施設の実績を持つ、施工者以外の第３者により行うものとする。

８）ネットワーク（ＬＡＮ）の接続状態及びWi-Fi電波の状態確認

スタジアム音響設備　特記仕様書

［工事名称］ 徳島県鳴門総合運動公園　野球場改築工事のうち電気工事

［工事場所］

機器の選定（特型製作品を含む）については、納入仕様書を提出し、監督員の承諾を得ること。

（４）フリーアクセス内に敷線される電源ケーブルは、シールド付き電源ケーブルを使用し、その他の

（１１）

測定は、工事が完了し、実際に使用される状態（座席、芝等）で関係者立ち合いのもとで行うこと。

１

２

３

４

５

同上　音響設備への接続 ○

徳島県鳴門市撫養町立岩四枚61番地

本設計図書で想定したスピーカシステム以外の機種を採用する場合は、音響シミュレーション等の

　　　検証を行い、最大再生音圧、音圧分布、明瞭度等に問題のないことを確認し、監督員の承認を得ること。

図面内に記載されている仕様・型番等については、すべて参考とし、同等品以上とする。

パワーアンプのチャンネル数等については、それぞれのメーカ仕様に準じる。但し、ラック本数等

スペースにかかわるものについては、設計図書を順守すること。

目標性能値

160Hz～5KHzに於いて偏差10dB以内

※伝送周波数特性の目標性能値について、その音質が聴感的に違和感が無く、音楽的にも優れていると認められる場合はこの限りではない。

ボール等による破損の可能性があるものについては、その防止策を行うこと。また、高所に取付された　

　　　タイプ使用とする。そのピンアサインは、1番アース　２番ホット　３番　コールドとする。

（２）マイク・ライン用コネクターは、３Ｐキャノンコネクター（XLR型互換）とし、ピンは、金メッキ

（１）エコケーブルが存在する配線材に、エコケーブルを使用すること。

（８）すべての音響機器に対し、事前に電源極性を確認し、それを揃えて電源に接続すること。

　　　専用コネクターにより接続し絶縁固定すること。

下記の項目に注意し、施工すること。

　　　また、スイッチング電源を使用した機器については、電圧の低い方をＮ極側とする。

　　　スピーカ用は、４ピンのスピコンとし、ピンアサインは、カナレ社に準じる。

　　　コンセント盤等に取り付けるＬＡＮ用コネクターは、ロック機構を持つイーサコンとする。

落下、転倒やスピーカの振動が建築に伝わり障害になる可能性がある場合には、その防止策を行うこと。

　　　その線長は、機器を接続した状態（余長及びコネクターの損失についても考慮）で、規定値以内とし

　　　超える場合は対策を行うこと。

　　　電源に使用するコネクターは、電気用品安全法（PSE）に準拠し、認可されたものを使用すること。

　　　マイク・ライン等の音声信号ケーブルは、電磁シールドケーブルを使用すること。

音響設備に使用するケーブルは、出来る限り切断しないこと。切断しなければならない時は、

　　　スピーカケーブルは、放射ノイズを防止する4心構造を持つものを使用し、伝送方式及び容量に

　　　ＬＡＮケーブルは、カテゴリー６の規格に準拠したツイストペアーケーブル（ＳＴＰ）を使用し、

　　　同軸ケーブルは、低損失型を使用し、伝送方式及び容量に適した太さを持つものとする。

換気が必要な機器については、建築及び関連部門と協議し対策を行うこと。（１２）

デジタルオーディネットワーク（Dante）を構成するスイッチは、下記の要件満たすものとする。

 ・ノンブロッキング レイヤー2 ギガビットスイッチ

・EEEなどの省電力機能は、確実に無効にできること

・スイッチの設定やモニターが可能なマネージド(インテリジェント)スイッチとする

・4つの絶対優先のキューを持つDiffserv (DSCP) QoS対応

（３）

信号線とは、離隔し敷線すること。

（６）配線ダクト、配線ラックにより配線を行う場合は、弱電専用とすること。

強電用のラックと並行する場合は、必要な離隔をとること。

スピーカケーブルとその他信号線は、セパレーター等で区分し必要な離隔をとること。

９）ソフトウェアーのインストール状況及び動作確認

オーディオマネージメントソフト等のカスタマイズされたソフトについては、設計者、監理者等と

協議して、製作を進めること。

（１７）

監理技術者等および現場担当技術者は、同様の施設の施工監理経験を持ち、1級電気工事施工管理技士

請負人は、下記の要件を満たす監理技術者等、および、現場担当技術者を現場施工期間中、

それぞれ配置すること。専任かどうかは建築業法による。

または、電気通信工事の監理技術者の資格を有するものとする。

また、現場担当技術者は、同様の施設の施工経験を持ったものが担当すること。

工場検査

特型製品及びソフトウェアー等については、製品検査を発注者が求める場合、工場検査を行うものとする。

大量生産品については、工場検査は、行わないものとする。

（２）

（６）

調整・測定までの一切を行うものとする。

［設計図書の優先順位］

設計図書に相違がある場合、設計の優先順位は下記による。

（１）質疑回答書 （２）現場及び机上説明書 （３）特記仕様書

（４）設計図面 （５）各種標準図、標準仕様書

（７） 補償および保証

工事期間中、本工事用資材・機器等の盗難、紛失等の損害、本工事が原因となり発生する損壊部の

修復に要する一切の費用等は、請負者の負担とする。

取り扱いおよび保守の不備が原因による破損や故障については、保証の対象とはしない。

各機器類のメーカー保証については、それぞれのメーカーの規定に準拠する。

その他のついては、保証期間は、引き渡し後１年間とする。

引き渡し後の保守については、別途契約とする。

（１０）

（１4）

スピーカの取り付け位置及び角度等については、施工図段階でシミュレーション等を行い決定すること。

（１５）

（１６）

スタジアム内代表点
外野席をのぞく

スタジアム内代表点
外野席をのぞく

スタジアム内代表点
外野席をのぞく

スタジアム内代表点
外野席をのぞく

スタジアム内代表点
外野席をのぞく

大型映像装置へ音声信号線の配線

同上　大型映像装置への接続

大
型
映
像
装
置
工
事

○

○

スコアーボード内スピーカ取り付けに関わる補強、取り付けベース ○

○同上スピーカ取り付けに関わる開口及び意匠関連

同上スピーカ取り付けに関わる開口及び意匠関連

（２）中継設備工事　(別途工事)

　　　ケーブルラック・ダクト等で配線を行う場合は、遮蔽効果が高い二重編組シールドケーブルを使用

　　　インターカムケーブルは、線間容量が低い２芯シールドケーブルを使用すること。

　　　すること。

　　　適した太さを持つものとする。

　　　映像信号に使用する場合は、１２Ｇ－ＳＤＩに対応したものする。

　　　光ファイバーケーブルは、広帯域シングルモード（ITU-T G.652.D準拠）とする。

　　　カメラケーブルは、ARIB規格に準拠した光複合カメラケーブルとする。

　　　コンセント盤等に取り付ける光用コネクターは、ロック機構を持つオプチコンとする。

　　　カメラ用コネクターは、機械的かん合性の高く、多くの民放局で使われるTAJIMI製互換とする。

　　　ARIB規格コネクターとの接続は、変換ケーブル（持ち込み）を使用する。

スコアーボード内に設置するスピーカ（Type-A）について

・金網の開口率（空間率）は、音響障害にならないこと。特に金網パネルの合わせ面に注意すること。

（１８）

下記の工事は、大型映像装置改修工事では、あるが下記の項目について注意し、関連部門とのすり

・日常メンテナンス用のスペースとアクセス方法を確保すること。

・スピーカボックス内は、吸音処理を行うこと。

合わせを行うこと。

E-136

1 : NS(A1)

1 : NS(A3)スタジアム音響設備　特記仕様書

中
継
設
備
工
事

中継設備　配線工事

同上　機器取付結線工事

同上　試験・調整

同上　音響設備への接続

○

○

○

○

(

別
途
工
事)

(

別
途
工
事)

一級建築士 一級建築士

設計者 検証者法適合確認欄

設備設計一級建築士

第384579号

17992

第286776号

渡邉　和幸

第6211号

浅山　明 寺田　庄作

設計番号

浅山　明 西山　浩司

特　記

一級建築士事務所登録　大阪（ワ）第３２３４号

徳島県県土整備部営繕課
●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園　野球場改築工事のうち電気工事

一級建築士事務所登録　徳島県知事登録第１１０５０号

MIYA Architect's Office

宮建築設計会社
株式

E-136

1 : NS(A1)

1 : NS(A3)スタジアム音響設備　特記仕様書



音声調整卓１

機器仕様書

１）デジタルミキシングコンソール

１ 式

（１）

27”液晶ディスプレィ

拡張ディスプレィ 台１

（１）

モニターアーム （１）

１）

２）

モニタースピーカ（Ａ） 台

３

２

パワードモニタースピーカ1） （１）

２）シーリングブラケット （１）

２

形式：２Ｗａｙパワードスピーカ、ユニット構成：6.5"ウーファー×１／１”ﾄﾞｰﾑ ツイーター×１、周波数特性：４３Ｈｚ～３０ｋＨｚ、パワーアンプ出力（LF／HF）：60W／35WHS7I （YAMAHA）

BCS251（YAMAHA）形式：天井吊下型、質量: ２.３ｋｇ、設置可能質量:３０kg

LCD-EA271U-B2（NEC）表示サイズ：２７型、表示方式：ＩＰＳ、画素数：１９２０×１０８０、表示色：約1677万色、輝度：最大値：２５０ｃｄ／ｍ2

対応サイズ：２５ｋｇまで（１９～３２インチ）、傾斜角度：０～１８° CWS-02S（KIC）

４

ＳＳ／ＣＤレコーダ SS-CDR250N（TASCAM）記録メディア：ＳＤＨＣカード、ＳＤＸＣカード、ＵＳＢメモリ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、録音再生フォーマット：ＭＰ３／ＷＡＶ／ＣＤ－ＤＡ（２）

4）

フラッシュスタートリモコン RC-SS150（TASCAM）キー：フラッシュスタート×１２、表示：カラーＬＣＤ（タイムカウンター／レベルメーター／動作ステータス）、エントリー数：９６（１２音源x８ページ）

機能：プレイエリア／プレイモード設定、リピート／オートキュー／オートレディ／インクリメンタルプレイ／レジュームのＯＮ／ＯＦＦ設定

５）

DM3（YAMAHA）ミキシングキャパシティ：16 mono + 1 stereo + 2 FX return、ＭＩＸパス：6、Ｍａｔｒｉｘ：2、ステレオパス：1、ＦＸパス：2、Ｃｕｅパス：1、

入力：マイク/ライン 入力16系統（XLR12系統＋XLR/TRSフォンコンボ4系統）、出力8系統（XLR）、Dante: 入力16系統、出力16系統、USB: 入力18系統、出力18系統

フェーダー：8+1、タッチスクリーン:9インチ液晶、サンプリングレート；48kHz/96kHz、18エフェクト、GEQ（Mix 1-6とStereoチャンネル対応）

ストレージ：256 GB, M.2, PCIe NVMe, SSD、光学ドライブ：ＤＶＤスーパーマルチドライブ、ディスプレィ：15.6インチFull HD (1920X1080)

ＣＰＵ：第１１世代 インテル Corei3-1115G4、ＯＳ：Windows@ 11 Home 日本語、メモリ：８ＧＢ　ＤＤＲ４ 3200MHz

インストールソフト：ProVisionaire／Dante Controller／ControlSpace Designer／ArmoniaPlus／Wireless Workbench 6

２）

（１）

３）

制御用ノートPC Inspiron 15 3000（DELL）

（２）

入出力パッチベイユニット

２）

コネクター及び回路：システム系統図参照、その他：パッチケーブル付（１）

電源連動×９、電源非連動×２、　外部起動用メーク接点、外部起動スイッチ連動 WU-L61（Panasonic）主電源ユニット （１）

アンダーコンソールキャビネット （１） 19インチマウント（EIA規格、ユニバーサルピッチ、１０Ｕ）、キャスター付き

５ 形式：２Ｗａｙパワードスピーカ、ユニット構成：4"ウーファー×１／0.8”ﾄﾞｰﾑ ツイーター×１、周波数特性：67Hz～22kHz、パワーアンプ出力：22W MSP3　（YAMAHA）

６

TCC-100（TOMOCA）フェーダー：１００ｍｍストロークプラスチックフェーダー、インピーダンス： ６００Ω、入出力コネクター：ＸＬＲ型

CGN521 STS （AKG）形式：コンデンサー型、指向性：カーディオイド、周波数特性：70Hz～18kHz、感度：-35dB re1V/Pa、グースネック：約３００ｍｍ、デスクスタンド部：ON／OFFスイッチ

７

８

１ 式音響機器・電力増幅器架

ワイヤレス受信器

１）

２）

（１）

アンテナ分波器 （１） WD-850（SONY）入出力：２入力各４出力、対応周波数帯域：Ｂ型（８０６～８１０ＭＨｚ）、アンテナ入力ＡＴＴ：０ ｄＢ／－６ ｄＢ／－２０ ｄＢ　３段階切換

SLXD4DJ-JB（SHURE）受信周波数及び受信チャンネル数：Ｂ型（８０６～８１０ＭＨｚ）２ｃｈ、周波数特性：２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ、±１ｄＢ、ＲＦ感度：-97dB@10-5 BER

CD-400U（TASCAM）記録メディア：ＳＤカード、ＳＤＨＣカード、ＵＳＢメモリ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、対応ファイル：FAT16／FAT32、ダビングファイル形式：ＭＰ３

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ：バージョン4.2、Class 2、受信周波数：FM 76.0M～108.0M Hz AM 522k～1,629k Hz

ＳＳ／ＣＤプレーヤ

３）

（１）

デジタルマルチプロセッサー

４）

（１）

Unica 8M 2K8（Powersoft）

（２）

（３）

６）

コネクター及び回路：システム系統図参照、入出力コネクター：NL4-MP相当品、スイッチ：トグルスイッチ、その他：パッチケーブル付き（必要数）出力パッチコネクターパネル

SWX2310-18GT（YAMAHA）ポート：16（１０／１００／１０００ＢＡＳＥ-Ｔ）、ＳＦＰスロット数：４、スイッチング容量：72Gbit/s、転送能力：54Mpps、フレームバッファー：1.5MBＧｂＥ Ｌ２スイッチ

７）

（１）

Ｉ／Ｆ：ＲＳ－２３２Ｃ／４２２、ＡＤ／ＤＡ、ＧＰＩ、メーク接点、ＬＡＮ、操作表示部：自照式押し釦（主電源／非常制御）

キャビネットラック 形式：ＥＩＡ１９インチパネルマウント型スタンダードラック、パネル収納量：42Ｕ、その他：温度センサー、静音ファン

Ｉ／Ｆユニット （１）

SY-4SC（KAWAMURA）

特　　型

主電源・ユニット

８）

９）

特　　型

１０）

１１）

ＡＣ入力：１００Ｖ／７５Ａｘ１、ＡＣ出力：電源連動 x４系、電源非連動 x１系統、外部制御：起動入出力メーク接点、非常放送制御、その他：光成端ユニット内蔵（１）

９

１ 面避雷器収納端子盤

１）ＳＰＤ （１０） 最大連続使用電圧：１１０Ｖ ＡＣ、定格電流：１５Ａ、電圧保護レベルＵｐ：１０００ｖ以下、静電容量：１０ｐＦ以下 SL-GZ110J（音羽電機工業）

ボックス

２）

（１）

１０

１ 面フィールドコンセント盤

１） （１）コネクタープレート

２） （１）

３）

コネクター及び回路：システム系統図参照、鋼板製プレート

１５

１ 面

ＨＵＢ収納ラック（スコアーボード内） １ 面１６

１）

Ｄａｎｔｅ接続ブリッジ （１） 入力：ネットワークオーディオ信号（Dante）、変換出力：アナログまたはデジタル（ＡＥＳ３）オーディオ信号 VNET2-DANTE BRIDGE（TANNOY）

２）

ＧｂＥスイッチ SWX2310-10G（YAMAHA）（１） ポート：10／100／1000BASE-T x８、ＳＦＰスロット数：x２、スイッチング容量：２０Ｇｂｉｔ／ｓ、転送能力：１５Ｍｐｐｓ、フレームバッファー：１.５ＭＢ

主電源ユニット （１）

３）

WU-L67 （Panasonic）ＡＣ入力：１００Ｖ／２０Ａ×２、ＡＣ出力：電源連動×９、電源非連動×２、外部制御：起動用メーク接点、外部出力、非常放送制御、その他：自動遅延電源ＯＮ回路

キャビネットラック

４）

（１） RCS-06U（SETTSU）

ワイヤレスアンテナ（指向性）

ワイヤレスアンテナブースター WB-01/W（SONY）

アクセスポイント WAPM-1266WDPR（BUFFALO）無線ＬＡＮ規格：5ＧＨｚ，２.4ＧＨｚ、準拠規格：ＩＥＥＥ８０２.１１ａｃ／ａ／ｂ／ｇ／ｎ、アクセス方式：インフラストラクチャーモード、ＷＤＳモード

１７

１ 台

PZM11 LL WR（AKG）形式：コンデンサー型、指向特性：半球型、周波数特性：８０Ｈｚ～10ｋＨｚ、開回路感度：-46dB re 1V/Pa、最大音圧レベル：１２０ｄＢ ＳＰＬ、電源：ファンタムエアモニターマイクロホン

１８

２ 台

スピーカ（Ｔｙｐｅ－Ａ） QFLEX64 WP（TANNOY）ユニット構成：4インチ(低域ドライバー) x 32, 3インチ(中域ドライバー) x 16 , 1インチ(高域ドライバー) x 16 合計64基のスピーカー

１９

２ 台

64基のスピーカにそれぞれDSPとパワーアンプ(100W)を搭載、放射角：水平120°固定、周波数特性：110Hz～20kHz,

適正距離（@95dB）：100m 、最大SPL(@30m)：103dB

ユニット構成：コンプレッションドライバ x１＋８インチウーファ x２、指向角度：水平９０°×垂直６０°、許容入力：300w、感度：94ｄＢ

最大音圧レベル：125 dB、周波数特性：８０Ｈｚ～１６ｋＨｚ、環境性能：ＩＰ５５、その他：取付金具付き

AMU208（BOSE）

スピーカ（Ｔｙｐｅ－Ｂ’）

台

２０

１）２ｗａｙフルレンジスピーカ （２）

２）

スピーカポール （１）

２１

スピーカ（Ｔｙｐｅ－Ｃ） 台

AMU105（BOSE）ユニット構成：コンプレッションドライバ x１、 ５.２５インチウーファ x１、指向角度：水平１００°×垂直１００°、許容入力：１００Ｗ、感度：90ｄＢ

最大音圧レベル：116 dB、周波数特性：８０Ｈｚ～１６ｋＨｚ、トランスタップ：10W/20W/40W/80W/バイパス、環境性能：ＩＰ５５、その他：取付金具付き

スピーカ（Ｔｙｐｅ－Ｄ） 台

２４

スピーカ（Ｔｙｐｅ－Ｅ） ７ 台

２５

ユニット構成：4.5"フルレンジドライバー×１、指向角度：水平130°×垂直120°、許容入力：４０Ｗ、感度：８9ｄＢ、最大音圧レベル：112ｄＢ

トランスタップ：5w/10w/20w/40w/バイパス 

FS4SE（BOSE）

形式：ハンドヘルド型デジタル、規格：特定小電力無線局ラジオマイクＢ型、マイクロホンヘッド：単一指向性ダイナミック型（Ｂａｔａ５８ヘッド） QLXD2／B58-JB（SHURE）

２６

QLXD1-JB（SHURE）形式：２ピース型デジタル、規格：特定小電力無線局ラジオマイクＢ型、ワイヤレス送信機（Ｔｙｐｅ－Ｂ）

形式：コンデンサー型、指向特性：カーディオイド、感度：-５０ｄＢ（１Ｖ／Ｐａ）、周波数特性：４５Ｈｚ~２０ｋＨｚ SM31FH-TQG（SHURE）ヘッドセット型マイクロホン

２８

WL93-X（SHURE）形式：コンデンサー型、指向特性：カーディオイド、感度：-４１ｄＢ（１Ｖ／Ｐａ）、周波数特性：１５０Ｈｚ~１８ｋＨｚタイピン型マイクロホン

２９

形式：ダイナミック型、指向特性：スーパーカーディオイド、感度：-５１.５ｄＢ　re 1V/Pa、周波数特性：５０Ｈｚ～１６ｋＨｚ、インピーダンス：１５０Ω BETA 58A（SHURE）マイクロホン（Ｔｙｐｅ－Ａ）

３０

SM58SE (SHURE)形式：ダイナミック型、指向特性：カーディオイド、感度：-５４.５ｄＢ ｒｅ １Ｖ／Ｐａ、周波数特性：５０Ｈｚ~１５ｋＨｚ、インピーダンス：１５０Ω、スイッチ付マイクロホン（Ｔｙｐｅ－Ｂ）

マイクロホン（Ｔｙｐｅ－Ｃ）

１）

形式：ショットガン コンデンサー型、指向特性：スーパーカーディオイド、感度：-２８ｄＢ（１Ｖ／Ｐａ）、周波数特性：２０Ｈｚ~１9ｋＨｚ BP28L（audio-technica）

２）

付属品：ウインドシールドキット（WS8 kit　Rycoat）、ジャマー（Lyre68　Rycoat）、ブラケット、スタンド

３）

４）

マイクロホンスタンド（Ｔｙｐｅ－Ａ）

AT8652　（audio-technica）

形式：デスクトップ型（汎用）

マイクロホンスタンド（Ｔｙｐｅ－Ｂ）

マイクロホンスタンド（Ｔｙｐｅ－Ｃ）

移動型スピーカ 形式：２ｗａyフルレンジスピーカ、ユニット構成：12インチウーファ x１+ドライバ x１、インピーダンス：８Ω、指向角度：水平60°×垂直６０°、

許容入力：パッシブ　600W（RMS）、1200W（PGM）、出力音圧レベル：97dB、周波数特性：48Hz～20kHz（-10dB）

ZX3-60PIB（EV）

スピーカスタンド ST21300002B （K＆M）形式：三脚型、高さ：１３５~２１８０ｍｍ、ハンドル調整タイプ

インターカムスピーカステーション（Ａ） （１） ES-200（ALTAiR）

１）

サイドラック １ 式

３）

モニタースピーカ（Ｂ） 台3

卓上マイクロホン

フェーダーユニット

台３

台2

コネクタープレート

審判員室１）

アナウンスブース２）

（１）

（１）

８ インカムリモートステーション

インカムスピーカステーション（Ｂ）

ES-200（ALTAiR）

ES-201（ALTAiR）

パワーアンプ（Ａ）

パワーアンプ（Ｂ）

（２）

（３） Unica 8M 4K8（Powersoft）

同上用SFP光モジュール 適合規格：IEEE802.3z, 1000BASE-LX、光波長：1310nm、適応ケーブル：シングルモード光ファイバー（９/125μm） YSFP-G-LXA（YAMAHA）（１）

光成端ユニット 形式：融着接続＋アダプタ接続タイプ、芯線数：4芯、アダプタ種類：SCx4

AVST-42-6320B（KAWAMURA）

特　　型

１１

端子 （必要数） 端子台：スピーカ用（両ネジ）

形式：屋内用露出型　片扉、取付基板：鉄製基板 2.3mm/方眼目盛付、材質・仕上げ：鋼板製（t1.6）、メーカ標準色焼き付け塗装、ハンドル：キー付平面ハンドル

ボックス 形式：屋外用露出型　片扉通線用子扉付、材質・仕上げ：鋼板製（t1.6）、指定色焼き付け塗装、ハンドル：キー付平面ハンドル

１４

特　　型

特　　型

１２

１３

審判マイク収納盤

１）インカムスピーカステーション（B）

２） ワイヤレス充電器

形式：屋外用露出型　片扉通線用子扉付、材質・仕上げ：鋼板製（t1.6）、指定色焼き付け塗装、ハンドル：キー付平面ハンドル 特　　型ボックス３）

（１）

（１）

（１）

ES-20１（ALTAiR）

SBC203-J（SHURE）形式：ワイヤレス送信機用リチウムイオン充電器、

ワイヤレスアンテナ（無指向性）

２２

マッチングトランス （２） MT-20（TOA）定格入力：２００ｗ、 インピーダンス１次側（１００V）：５０Ω/８３Ω/１６７Ω、インピーダンス２次側：８ Ω 、環境性能：ＩＰＸ４

３）

２７

スピーカ（Ｔｙｐｅ－Ｇ） 台 ユニット構成：2.25"フルレンジドライバー×１、指向角度：水平145°×垂直140°、許容入力：20w、感度：８７ｄＢ、最大音圧レベル：106ｄＢ

トランスタップ：2w/4w/8w/16w/バイパス、環境性能：ＩＰ５５、その他：取付金具付き 

FS2SE（BOSE）

５）

同上用SFP光モジュール （１）

形式：ＥＩＡ１９インチパネルマウント型ラック、パネル収納量：６Ｕ

１）ワイヤレス送信機（Ｔｙｐｅ－Ａ）

２）

３）

４）

ワイヤレス及びマイクロホン類 １ 式

（２）

（１）

（２）

（２）

５）

６）

７）

（２）

（２）

（２）

スタンド類

ST201／2B （K＆M）形式：床上型、スリーブロック方式、高さ：８９０～１５９０ｍｍ

ST210／2B （K＆M）形式：ブーム型、スリーブロック方式、高さ：９００～１60.5ｍｍ、ブーム長：840mm

音響小物類 マイクケーブル（５ｍ／10m／1５m／２０m）　x各4、スピーカケーブル（10m／1５m／２０m）　x各2

（２）

（２）

（２）

（２）

２ 台

１ 式

コネクター及び回路：システム系統図参照、プレート：３連用ステンレスプレート

コネクター及び回路：システム系統図参照、プレート：２連用ステンレスプレート

１ 式

特　　型

特　　型

AN-820（SONY）

AN-01 （SONY）

ヘッドホン　x2、変換コネクター（3-11W／3-12W／11-RCAJ／12-RCAJ／11T-RCA／12T-RCA／11T-12／AD-REV）x各2　収納ケース付き

５）

１２）

１３）

デジタル入出力：64x64ch（Dante）コミュニケーション ポート：USB Device／PSTN／Ethernet ／RS-232C、コントロールI/O：GPIOｘ５

形式：入出力構築自在型オーディオプロセッサ、アナログ入力：12ch（マイク／ライン）、アナログ出力：8ch（ライン）、デジタル出力：8ch（AMP.Link）

機能：オートマチックミキサー、フィードバックサプレッサー、ルームコンバイナー、マルチバンドグラフィックEQ、パラメトリックEQ、コンプ・リミッター

EX-1280（BOSE）

周波数特性：２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ （+0.3dB/-0.1dB）、全高調波歪率：0.002％ 、クロストーク-：105 dB以下、ダイナミックレンジ：115dB以上

形式：デスクトップ型２ワイヤーライン２ｃｈスピーカステーション、その他:グースネックマイク（MF-200）付

形式：デスクトップ型２ｃｈスピーカステーション、その他:グースネックマイク（MF-200）付

形式：デスクトップ型２ワイヤーライン１ｃｈスピーカステーション、その他:グースネックマイク（MF-200）付

形式：デスクトップ型1ｃｈスピーカステーション、その他:グースネックマイク（MF-200）付

対応周波数：８０８～８１０MHz帯、利得：＋１０ｄＢ、最大入力：１００ｄＢμＶ以下

受信周波数範囲：８０６～８１０ ＭＨｚ、利得：＋８ｄＢ、アッテネータ；０，－１０，－２０ ｄＢ、その他：アンテナブースター内蔵

単一指向性アンテナ、受信周波数範囲：470~862MHz、指向性アンテナ利得： 5dBi以上、ブースター利得 ：１８ ±２ｄＢ、１０ ±２ｄＢ、０ ＋０ ／-２ｄＢ（切り換え）

チャンネル数：8、定格出力：250Ｗ（２Ω、4Ω、８Ω、７０Ｖ、１００Ｖ，７０Ｖ）、500ｗ（ブリッジ４Ω、８Ω）、

SN比：１１２ｄＢ（Ａｎａｌｏｇ Ｉｎｐｕｔ）１１６ｄＢ（Ｄａｎｔｅ Ｉｎｐｕｔ）、入力インピーダンス：２０ｋΩ、許容入力：+24ｄＢｕ

チャンネル数：8、定格出力：５００Ｗ（２Ω、4Ω、８Ω、７０Ｖ、１００Ｖ，７０Ｖ）、１０００ｗ（ブリッジ４Ω、８Ω）、

SN比：１１２ｄＢ（Ａｎａｌｏｇ Ｉｎｐｕｔ）１１６ｄＢ（Ｄａｎｔｅ Ｉｎｐｕｔ）、入力インピーダンス：20ｋΩ、許容入力：+24ｄＢｕ

インカムヘッドセット（MT-12MFB）　x５、タブレットＰＣ（ｉＰＡＤ　６４ＧＢ、DM3 StageMix、ControlSpace Remoteインストール）　x１、

１０

※別途　建築工事

１８ ユニット構成：コンプレッションドライバ x１＋８インチウーファ x２、指向角度：水平９０°×垂直６０°、許容入力：300w、感度：94ｄＢ

最大音圧レベル：125 dB、周波数特性：８０Ｈｚ～１６ｋＨｚ、トランスタップ：10W/20W/40W/80W/バイパス、環境性能：ＩＰ５５、その他：取付金具付き

AMU208（BOSE）

１１

アッテネータプレート 台 入力容量：３０Ｗ、適合ワット数：0.5～３０Ｗ、音量調節：５段階（ＯＦＦ／－１８ｄＢ／－１２ｄＢ／－６ｄＢ／０ｄＢ）、プレート：アルミ合金プレート SC-308CW（JVC）

適合規格：IEEE802.3z, 1000BASE-LX、光波長：1310nm、適応ケーブル：シングルモード光ファイバー（９/125μm） YSFP-G-LXA（YAMAHA）

4）ＣＵＥライトマスターユニット （１） 押しボタン:自照式（STBY/GO） EC-200（ALTAiR）

本塁側マイク（Ｐ－Ｃ）３）

４）１塁側／バックネット裏／三塁側マイク （３）

（２）

５）本部役員室／放送ブースインカム （５）

コネクター及び回路：システム系統図参照、プレート：金属ガードプレート（カギ付）、防水性：IPX3

コネクター及び回路：システム系統図参照、プレート：金属ガードプレート（カギ付）、防水性：IPX3

コネクター：XLR３－３２ｘ１、プレート：１連用ステンレスプレート

インカムスピーカステーション（Ａ）

インカムスピーカステーション（Ｃ）

１）

２）

３）

（１）

（１）

（１）

１４）

１５）

インカムマトリクスユニット

インカム マスターステーション EF-204（ALTAiR）

MTX-416（ALTAiR）

形式：ラックマウント型２ワイヤーライン４ｃｈマスターステーション、その他:グースネックマイク付

ES-203CL（ALTAiR）形式：デスクトップ型２ワイヤーラインキューライトレシーバー付き２ｃｈスピーカステーション

形式：ラックマウント型２ワイヤーライン４ｘ１６マトリクス、

４）可搬型ベルトパックステーション EM-203 （ALTAiR）形式：小型１ｃｈベルトパック、マイク/スピーカー内蔵、ヘッドセットも使用可能

５）汎用2ワイヤー/4ワイヤー変換機 4W2-200（ALTAiR）２Ｗインターカムラインを４Ｗインターカムラインへ変換、インピーダンス：入力：2kΩ以上 / 出力：600Ω以下

（２）

（２）

（２）

ワイヤレスアンテナ関連 １ 式

スピーカ（Ｔｙｐｅ－Ｂ）

１）２ｗａｙフルレンジスピーカ

２）マッチングトランス

スピーカポール３）

（１）

（１）

（１）

２３

２ 台

スピーカ（Ｔｙｐｅ－Ｆ） 台１８ ユニット構成：4.5"フルレンジドライバー×１、指向角度：水平130°×垂直120°、許容入力：４０Ｗ、感度：８9ｄＢ、最大音圧レベル：112ｄＢ

トランスタップ：5w/10w/20w/40w/バイパス 

FS4CE（BOSE）

１１

１ 式

（１）

（１）

（３）

（２）

（４）

Ｔｙｐｅ－Ｂ と同様

Ｔｙｐｅ－Ｂ と同様

AMU208（BOSE）

MT-20（TOA）

１６）

難聴者補聴用ループアンプ （１） チャンネル数：１、定格出力：３５Ｗ、周波数特性：８０Hz～６.５ｋHz C5-1（AMPETRONIC）

１）

２）

３）

スピーカ（Ｔｙｐｅ－Ｃ’）

１）２ｗａｙフルレンジスピーカ

２）マッチングトランス

Ｔｙｐｅ－Ｂ と同様

Ｔｙｐｅ－Ｂ と同様

（１）

（１）

６ 台

AMU208（BOSE）

MT-20（TOA）

１１

※品番は全て参考とする
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1 : NS(A3)スタジアム音響設備　機器仕様書

特　　型Ｉ／Ｆ：メーク接点（電源制御）、ＬＡＮ（１）インターフェースユニット

６）

一級建築士 一級建築士

設計者 検証者法適合確認欄

設備設計一級建築士

第384579号

17992

第286776号

渡邉　和幸

第6211号

浅山　明 寺田　庄作

設計番号

浅山　明 西山　浩司

特　記

一級建築士事務所登録　大阪（ワ）第３２３４号

徳島県県土整備部営繕課
●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園　野球場改築工事のうち電気工事

一級建築士事務所登録　徳島県知事登録第１１０５０号

MIYA Architect's Office

宮建築設計会社
株式
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音響システム

E-138

1 : NS(A1)

1 : NS(A3)スタジアム音響設備　システム図

アナウンスブース

音声調整卓

アンテナ
ワイヤレス

モニタースピーカ(A)

アンテナブースタ

映像設備

映像設備

マイクロホン
エアーモニター

バ
ル
コ
ニ
ー
下
前
向
き

5 Type-B'

Type-B

Type-B

6

7

Type-B

Type-B

一
塁
側
上
層
階

Type-C'31

32

8

15

16

Type-C

50/51

Type-F/E

52/53

54/55

56-60

9

10

19

Type-F

Type-E/F

Type-F

Type-E/F

Type-D

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
上
層
階

コンセント盤
フィールド

3Type-C'

ＨＵＢ収納盤（スコアーボード）

メインスピーカ

Type-A

4Type-C'

1

Type-A
メインスピーカ

（Ｌ）

（Ｒ）

スコアーボード

Type-C

Type-C

Type-C

Type-C

33

Type-C

Type-C

Type-C

11/12

13

34

Type-F/E

ＣＮ－1（本塁側）

FMラジオアンテナ(共聴設備)

（一塁側）
マイクコネクター

（本塁側）

（三塁側）

マイクロホン
ノイズ

※必要に応じて持ち込み

本部役員室１・２

マイクロホン
Ｐ－Ｃ

（本塁側）
マイクコンセント

2

来賓室

簡易操作リモコン

インターカムシステム図

(ベルトパック兼用) 
可搬型リモートステーション

ＣＵＥライトマスターユニット

盤組込インターカムコンセントプレート

インターカムコンセントプレート

AMラジオアンテナ

審判員室（記録室）

記者室

VIP室

インカムリモートステーション(1ch)

インカムリモートステーション(2ch)

Type-C'30

Type-F

Type-E/F

46/47

48/49

Type-F

Type-E/F

Type-F/E/F

61/62

63/64

65/66

67/68

69/70

Type-B
三
塁
側
上
層
階Type-B17

Type-B'

Type-B

18

71

72 Type-B

一
塁
側
下
層
階

三
塁
側
下
層
階

35

36

Type-C

Type-C

Type-C37/38

Type-C39

Type-C40

Type-C41

Type-C42

Type-C43

Type-C'

放送ブース１・２・３

審判
マイク収納盤

無指向性

無指向性

指向性

指向性

バ
ル
コ
ニ
ー
下
後
ろ
向
き

端子盤

Ｃ

Ｃ

Type-B73

74 Type-B

14

20

23-25

44

45

21

22

26

27

28

29

Type-C'

インカムリモートステーション(2ch-CUEライト)

インカム２ワイヤー/４ワイヤーインターフェース

Type-D

Type-D

Type-D

Type-D

Type-D

Type-D

Type-D

Type-D

マイクコネクター

マイクコネクター

Type-G

Type-G

Type-G

Type-G

Type-G

中継設備

一級建築士 一級建築士

設計者 検証者法適合確認欄

設備設計一級建築士

第384579号

17992

第286776号

渡邉　和幸

第6211号

浅山　明 寺田　庄作

設計番号

浅山　明 西山　浩司

特　記

一級建築士事務所登録　大阪（ワ）第３２３４号

徳島県県土整備部営繕課
●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園　野球場改築工事のうち電気工事

一級建築士事務所登録　徳島県知事登録第１１０５０号

MIYA Architect's Office

宮建築設計会社
株式
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卓上マイクロホン

500 160

1
2
0
0

1

音響調整卓 音響機器・電力増幅器架

1

2

3

デジタルミキシングコンソール

フラッシュスタートリモコン

（
６
０
０
）

2

２

1

SS-CDR250N

SS-CDR250N

B L

B L

３

４

3

(1000)

1 82 3 4 5 6 7 109 1211 1413 1615

630

2
0
0
0

14

570

B L

V

2

3

5

11

13

7

1

2

3

4

5

6

Ｂ.Ｌ　ブランクパネル

Ｖ　ベンチレートパネル

キャビネットラック

出力コネクターユニット

8

9

10

アンテナ分波器

ワイヤレス受信機

デジタルマルチプロセッサ

ＧｂＥスイッチ

パワーアンプ（Ａ）

ＳＳ／ＣＤプレーヤ

11

B L

B L

8

3
3
1
.
6

209.6 253.2

1
6
5

150

モニタースピーカ（Ａ）拡張ディスプレイ

2
3
6

144 167

インカムスピーカステーション（Ａ）

AKG

CGN521STS

72 90

1
7
2

避雷器収納端子盤 フィールドコンセント盤

エアモニマイクロホン

1
1
5

71 44

6
8

通線孔

カウンター（建築工事）

サイドラック

入出力パッチベイ

1

2

3

4

5 キャビネットラック

制御用ノートＰＣ

主電源ユニット

Ｂ.Ｌ　ブランクパネル

ＳＳ／ＣＤレコーダ

１

アナウンスフェーダーボックス

モニタースピーカ（Ｂ）

・アナウンスブース

・大型映像操作機器

・審判員室

x1台

x1台

x1台

※デスクトップ用インシュレーター付き※シーリングブラケット付き

・アナウンスブース

・審判員室

x２台

x1台

・アナウンスブース

・審判員室

x２台

x1台

インカムスピーカステーション（Ｂ）

※カウンター（建築工事）に設置 ※カウンター（建築工事）に設置

※カウンター（建築工事）に設置

    STATUS

NETWORK

     SIGNAL

SDRAM : 32768K

NAND : 131072K

NOR : 16384K

TOUCH IC : OK

NFC EE : OK

SDCARD : MISSING

UART : OK

2K4

UNICA

    STATUS

NETWORK

     SIGNAL

SDRAM : 32768K

NAND : 131072K

NOR : 16384K

TOUCH IC : OK

NFC EE : OK

SDCARD : MISSING

UART : OK

2K4

UNICA

    STATUS

NETWORK

     SIGNAL

SDRAM : 32768K

NAND : 131072K

NOR : 16384K

TOUCH IC : OK

NFC EE : OK

SDCARD : MISSING

UART : OK

2K4

UNICA

    STATUS

NETWORK

     SIGNAL

SDRAM : 32768K

NAND : 131072K

NOR : 16384K

TOUCH IC : OK

NFC EE : OK

SDCARD : MISSING

UART : OK

2K4

UNICA

6

7

    STATUS

NETWORK

     SIGNAL

SDRAM : 32768K

NAND : 131072K

NOR : 16384K

TOUCH IC : OK

NFC EE : OK

SDCARD : MISSING

UART : OK

2K4

UNICA

9

2

10

4

B L

12

12

13

14

V

V

V 主電源・端子ユニット

Ｉ／Ｆユニット

難聴者補聴ループアンプ

パワーアンプ（Ｂ）

インカム マスターステーション

インカム マトリクス

インターカムスピーカステーション

５1 2 L R L R
MIC1

1 2
MIC2

1 2
MIC3 SS/CD-1 SS/CD-2

1 12118 102 3 4 5 6 7 9 151413 16

1

OUT3

2 3 4 5 6

10kΩ 600Ω10kΩ 600Ω600Ω 600Ω 600Ω 600Ω

MIXER

OUT2OUT1IN
PARA

OUT3OUT2OUT1IN
PARA

8
8

31467.5

58

PUSH PUSH

PUSH PUSH

Symetrix

250

5
0
0

500

コネクターパネル

審判マイク収納盤

CALL
TALK

HEADSET

MICBUZZER

LEVEL

NULL

3
5
0

250300

6162

1
2
01

3

2

PUSH

2

3

1

PUSH

2

3

1

PUSH

2

3

1

SPEAKER MIC

1

3

2

SPEAKER MIC-1 MIC-2

審判員室 アナウンスブース

35.6

1
3
2

75

PUSH

2

3

1

PUSH

2

3

1

643.3

3
8
1
.
8

53

5
3

530 500

6
5
0

B L

L R L R
SS/CD-1 SS/CD-2

L R
VIDEO

7 8
DMP

8 9
DMP

MIXER

インカムスピーカステーション（Ｃ）

C5
１

1

3

2

本部役員室／放送ブース

75

PUSH

2

3

1

本塁側マイク
１塁側／三塁側
バックネット裏マイクインカム

IN-COM

1

2
3

4

5

IN-COM IN-COM

1

2
3

4

5

20870

SecondaryIN-COM Primary
DANTE

1 2 3
SPEAKER

1 12 2

3 34 4

IN OUT

220 65

2
8
0

アクセスポイント

CALL TALK

HEADSET

MICBUZZER

LEVEL

NULL

8
8

200

キューライトマスターユニット

CALL TALK

HEADSET

MICBUZZER

LEVEL

NULL

8
8

200

STBY

GO

CUE LIGHT

BA

CHANNEL SELECT

ES-203 CL

※卓上設置用木製サポート付き

※卓上設置用木製サポート付き

ES-203 CL

STBY GO

CUE LIGHT

MASTER

CLEAR 4

4

※寸法は参考とする
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67.5

58

67.5

58

一級建築士 一級建築士

設計者 検証者法適合確認欄

設備設計一級建築士

第384579号

17992

第286776号

渡邉　和幸

第6211号

浅山　明 寺田　庄作

設計番号

浅山　明 西山　浩司

特　記

一級建築士事務所登録　大阪（ワ）第３２３４号

徳島県県土整備部営繕課
●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園　野球場改築工事のうち電気工事
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1 : NS(A3)スタジアム音響設備　機器姿図（１）
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